
は
じ
め
に

　
「
櫻
田
勝
徳　

明
治
三
十
六（
一
九
〇
三
）年
～
昭
和
五
十
二

（
一
九
七
七
）年
。
民
俗
学
者
。
特
に
漁
村
民
俗
研
究
で
著
名
。
宮
城
県

出
身
。
…
…
昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）年
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
教

授
と
な
り
、
民
俗
学
・
地
方
史
・
生
活
史
な
ど
の
講
義
を
担
当
。
新

設
の
教
養
科
の
科
長
と
し
て
科
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
著
書
に『
漁
村

民
俗
誌
』『
漁
村
の
伝
統
』『
海
の
宗
教
』な
ど
あ
る
が
、
没
後『
櫻
田
勝

徳
著
作
集
』（
全
七
巻
）が
刊
行
さ
れ
た
」（『
白
梅
学
園
短
期
大
学
創
立

二
十
五
周
年
記
念
誌
』）。
こ
の
櫻
田
勝
徳
先
生
の
白
梅
学
園
の
教
授
就

任
は
六
三
歳
の
時
。講
師
と
し
て
の
大
学
教
育
経
験
は
豊
富
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
専
任
教
員
と
し
て
、
授
業
・
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
学
科
長
と

し
て
運
営
の
重
責
を
負
わ
れ
た
。
私
は
同
年
に
専
任
講
師
と
し
て
生
涯

に
わ
た
る
教
員
生
活
が
始
ま
っ
た
。
人
生
の
一
齣
を
そ
の
も
と
で
過
ご

し
た
者
と
し
て
、
柳
田
国
男
門
下
の
著
名
な
民
俗
学
者
と
い
う
に
と
ど

ま
ら
な
い
創
造
的
な
民
俗
学
者
、
か
つ
創
意
的
教
育
家
、
師
表
櫻
田
勝

徳
先
生
追
想
の
念
を
こ
め
て
こ
の
小
文
を
記
し
た
い
。

民
俗
学
徒
へ
の
道

　

櫻
田
勝
徳
の
民
俗
学
徒
へ
の
き
っ
か
け
は
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学

部
の
卒
業
論
文「
非
農
民
考
」作
成
に
当
り
柳
田
国
男
を
訪
れ
た
こ
と

に
あ
る
。
す
で
に「
特
別
講
義
を
聴
き
深
く
感
動
す
る
」が
、
訪
問
は

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑬

岡
山
大
学
名
誉
教
授　

神
立 

春
樹

元
白
梅
学
園
短
期
大
学
教
養
科
助
教
授

櫻
田 

勝
徳

　

―

創
造
的
民
俗
学
者
、
創
意
的
教
育
家―
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指
導
教
授
に
勧
め
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
紹
介
な
し
の
突
然
で
あ

っ
た
が
、「
幸
に
朝
の
散
歩
か
ら
お
帰
り
と
い
う
風
な
先
生
に
玄
関

先
で
お
目
に
か
か
り
、
初
め
て
先
生
に
知
っ
て
い
た
だ
い
」た
。「
最

初
に
お
尋
ね
し
た
朝
に
若
し
も
御
留
守
で
あ
っ
た
な
ら
、
再
び
お
伺

い
心
構
え
が
当
時
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
も
う
覚
え
て
い
な
い
が
、
誠

に
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
う
」。以
後
、週
に
幾
回
か
通
う
よ
う
に
な
る
。

　

一
九
二
九（
昭
和
四
）年
三
月
慶
応
義
塾
を
卒
業
。「
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

い
た
時
も
、
非
常
に
し
ば
し
ば
ど
う
ゆ
う
も
の
か
先
生
の
お
宅
を
訪

ね
た
」。
朝
鮮
で
の
就
職
の
話
が
あ
っ
た
が
、
柳
田
に
や
め
て
お
け
と

い
わ
れ
た
。
や
が
て『
明
治
大
正
史
』を
編
纂
す
る
朝
日
新
聞
社
の
調
査

部
に
、
第
四
巻
世
相
篇
を
担
当
す
る
柳
田
の
助
手
と
し
て
勤
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。「
同
社
調
査
部
に
与
え
ら
れ
た
私
の
机
と
、
上
野
図

書
館
新
聞
閲
覧
室
と
、
柳
田
先
生
の
書
斎
の
三
地
点
あ
ち
こ
ち
す
る

資
料
集
め
を
す
る
時
期
か
ら
執
筆
、
校
正
等
本
が
で
き
上
る
ま
で
の

間
に
、
学
校
時
代
の
講
義
と
は
ま
た
ち
が
っ
た
民
俗
の
勉
強
を
し
た
」。

　

一
九
三
一（
昭
和
六
）年
一
月
に
同
書
刊
行
、
仕
事
は
終
了
し
た
。

そ
の
と
き
柳
田
は
三
百
円
の
謝
金
を
櫻
田
に
与
え
た
。
こ
れ
を
も
っ

て
、「
初
め
て
旅
行
ら
し
い
四
国
の
旅
に
出
た
」。
徳
島
、
愛
媛
、
高

知
三
県
に
ま
た
が
る
、
脚
絆
を
巻
き
布
鞄
を
掛
け
て
の
一
ケ
月
余
の

旅
で
あ
る
。
そ
の
後
、
裁
判
官
で
各
地
に
転
じ
こ
の
と
き
博
多
に
い

た
父
親
の
許
に
辿
り
着
く
。
そ
の
博
多
で
五
島
か
ら
の
帰
り
の
柳
田

と
会
い
、
そ
の
紹
介
で
九
大
法
文
学
部
国
史
研
究
室
の
研
究
補
助
員

と
な
っ
た
。
以
後
、
櫻
田
は
九
州
西
北
部
の
漁
村
調
査
を
精
力
的
に

行
な
い
、
ま
た
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）、
三
三
年
頃
に
は
瀬
戸
内
海

沿
岸
を
歩
い
た
。

　

一
九
三
三（
昭
和
八
）年
秋
、
来
博
中
の
渋
沢
敬
三
を
宿
に
訪
ね
、

三
五（
昭
和
一
〇
）年
四
月
に
九
大
を
辞
し
五
月
一
日
渋
沢
の
ア
チ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム（
後
、日
本
常
民
文
化
研
究
所
）の
研
究
員
と
な
る
。

齢
三
二
歳
、
初
め
て
月
給
を
受
け
る
身
と
な
っ
た
。
そ
の
水
産
史
研

究
室
を
基
盤
に
漁
村
民
俗
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
農
林
省

水
産
局
嘱
託
、
中
央
水
産
業
会
、
連
合
軍
総
司
令
部
民
間
情
報
教
育

局
世
論
及
社
会
調
査
部
顧
問
、
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
理

事
長
、
農
林
省
水
産
庁
事
務
官
、
同
水
産
資
料
館
館
長
を
経
歴
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
櫻

田
は
柳
田
国
男
の
導
き
に
よ
り
民
俗
学
徒
と
な
っ
た
が
、
民
俗
研
究

の
主
要
な
場
は
渋
沢
敬
三
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

民
俗
学
者
と
し
て
の
櫻
田
勝
徳
―
そ
の
創
造
性

　

櫻
田
は
早
く
も
一
九
三
四（
昭
和
九
）年
に『
漁
村
民
俗
誌
』を
刊
行

し
た
。「
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
海
の
民
俗
学
を
大
き
く
開
い
た
の

は
櫻
田
氏
の
功
績
、
そ
れ
を
助
長
し
た
の
が
渋
沢
」（
有
賀
喜
左
衛

門
）と
い
う
よ
う
に
櫻
田
は
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
を
基
盤
に
研

究
し
、
漁
村
・
漁
業
民
俗
学
を
築
き
あ
げ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
民
俗
学
の
確
立
は
、
柳
田
国
男
が
そ
の
理
論
的
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体
系
化
を
図
っ
た
書
物
・
論
文
を
相
次
い
で
出
し
た
三
〇
年
代
の
中

頃
で
あ
る
と
い
う
。
体
系
化
の
基
礎
と
な
っ
た
事
業
は
、
い
わ
ゆ

る「
山
村
調
査
」と
、「
民
間
伝
承
の
会
」の
結
成
で
あ
る
。「
い
ず
れ

も
、
柳
田
の
民
俗
学
の
基
本
的
方
法
で
あ
る
比
較
研
究
法
の
信
頼
性

を
高
め
る
た
め
の
信
憑
性
あ
る
資
料
を
全
国
か
ら
獲
得
す
る
と
い
う

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。『
山
村
調
査
』は
、
今
日
の
民
俗

学
の
内
容
を
基
本
的
に
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
民
間
伝
承
の
会
は
現

在
の
日
本
民
俗
学
会
に
接
続
し
て
、
民
俗
学
の
研
究
体
制
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
」（
福
田
ア
ジ
オ
）。
櫻
田
は
こ
の
山
村
調
査
と
し
て
、

一
九
三
四（
昭
和
九
）年
度
児
島
県
百
引
村
、
一
九
三
六（
昭
和
一
一
）

年
岐
阜
県
揖
斐
郡
徳
山
村
、
岡
山
県
阿
哲
郡
上
刑
部
村
大
井
野
を
担

当
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
八
月
に
発
足
し
た「
民

間
伝
承
の
会
」の
世
話
人
と
な
る
。「
こ
の
二
大
事
業
の
完
成
に
際
し

て
櫻
田
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
」（
福
田
）。
こ
の
よ
う
に
日
本

民
俗
学
の
確
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
や
が
て
、
柳
田
及
び
そ
の

門
弟
た
ち
の
民
俗
学
に
対
す
る
方
法
論
的
批
判
を
行
な
う
に
至
る
。

　

日
本
民
俗
学
は
日
本
民
族
の
民
族
的
特
性
を
伝
承
文
化
の
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
方
法
で
あ
る
。

こ
の
民
俗
学
に
お
け
る
柳
田
の
方
法
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
農
耕

民
族
で
あ
る
日
本
人
は
村
を
形
成
す
る
が
、
そ
こ
は
調
和
の
取
れ
た

世
界
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
歴
史
の
推
移
に
お
い
て
大
き
く
変
化
す
る

が
、
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
古
く
か
ら
の
伝
承

を
採
集
し
、
比
較
研
究
を
通
じ
て
そ
の
原
型
な
り
、
出
発
点
と
な
っ

た
最
も
古
い
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
い
き
お
い
、
古
い
も
の

が
伝
承
さ
れ
て
い
る
僻
遠
の
山
地
村
に
お
い
て
古
老
か
ら
聞
き
取
り

に
よ
る
個
々
の
民
俗
資
料
を
集
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
柳
田
の

方
法
は
門
弟
た
ち
民
俗
学
の
主
流
の
方
法
と
な
っ
た
。

　

こ
の
起
源
論
的
方
法
に
対
し
て
、
櫻
田
は「
村
と
は
な
に
か
」

（
一
九
五
八
年
）な
ど
の
講
座「
日
本
民
俗
学
大
系
」の
諸
論
文
に
お
い

て
、
方
法
論
的
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
生
活
か
ら
遊
離
し
た

個
々
の
類
似
民
俗
資
料
の
重
出
立
証
を
建
前
と
す
る
方
法
で
は
伝
統

的
な
生
活
体
制
の
全
構
造
を
導
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、

現
在
に
お
け
る
民
俗
的
全
体
像
あ
る
い
は
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
在
の
村
を
全
体
的
に
把
握
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
視
角
は
、
若
い
研
究
者
た
ち
の
一
つ
の
指
針
で
あ

り
、
櫻
田
の
方
法
論
的
批
判
は
、「
現
在
の
民
俗
学
の
一
出
発
点
に

あ
っ
た
」（
福
田
）。

　

櫻
田
の
民
俗
学
者
と
し
て
の
功
績
は
有
賀
の
い
う
ご
と
く
漁
村
・

漁
業
民
俗
学
の
開
拓
に
あ
り
、
さ
ら
に
後
年
に
は
新
た
な
分
野（
都

市
の
民
俗
、
物
質
文
化
と
技
術
、
半
檀
家
制
）を
切
り
開
い
た（
福
田
）

が
、
し
か
し
民
俗
学
者
と
し
て
の
独
自
性
は
こ
の
民
俗
学
の
新
領
域

の
開
拓
に
も
ま
し
て
、
こ
こ
に
み
た
民
俗
学
の
方
法
論
的
反
省
・
批

判
、
民
俗
学
の
方
向
性
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
し

く
櫻
田
勝
徳
は
創
造
的
民
俗
学
者
で
あ
っ
た
。
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教
育
家
と
し
て
の
櫻
田
勝
徳
―
そ
の
創
意
性

　

櫻
田
勝
徳
先
生
は
、
一
九
六
六（
昭
和
四
一
）年
四
月
一
日
発
足
の

白
梅
学
園
短
期
大
学
教
養
科
の
設
置
に
深
く
関
わ
っ
た
。
前
年
四
月

早
々
結
成
の
新
科
設
立
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員
と

な
り
、
以
後
、
教
養
科
の
内
容
が
構
想
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、

専
門
科
目
の
人
文
系
、
社
会
系
、
そ
し
て
自
然
系
に
も
歴
史
系
科
目

が
設
け
ら
れ
た〝
文
化
史
学
科
〟で
あ
っ
た
。
教
養
科
の
設
置
は
常
任

理
事
樋
口
愛
子
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
中
軸
の
田
中
未
来
の
教
養

主
義
志
向
の
な
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
文
化
史
学
科
と
も
い
え
る
教

養
科
と
な
っ
た
の
は
櫻
田
先
生
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　

そ
の
担
当
科
目
の
内
の
文
化
史
、
民
俗
学
の
授
業
内
容
は
、

文
化
史（
一
）概
論　

1
文
化
史
に
ど
う
対
応
す
る
か
。
2
文
化

の
あ
り
方　
（
1
）自
然
と
文
化（
栽
培
・
飼
育
の
文
化
、

道
具
の
文
化
な
ど
）（
人
間
・
人
種
・
民
族
・
自
然
と
文

化
と
の
接
点
と
し
て
の
自
己
）　
（
2
）社
会
と
文
化　

（
3
）科
学
技
術
と
文
化　

３
文
化
史
の
発
達　

進
化
論
の

影
響
、
文
化
伝
播
説
、
文
化
圏
、
文
化
層
説
な
ど
・
異
質

文
化
の
接
触
と
そ
の
取
捨
選
択
・
火
・
道
具
・
言
葉
な
ど

の
歴
史
の
こ
と　

4
明
日
の
文
化
史
づ
く
り
へ
の
参
加

文
化
史（
二
）　

日
本
文
化
史　
（
1
）国
境
を
も
た
ぬ
日
本
文

化
へ
の
反
省（
仲
間
意
識
、
公
の
広
場
形
成
の
弱
さ
、
話

し
言
葉
と
文
化
の
路
の
分
離
し
て
き
た
伝
統
、
異
邦
人
へ

の
弱
さ
な
ど
）　
（
2
）国
外
交
流
を
容
易
な
ら
し
め
た
日

本
を
と
り
ま
く
海
の
中
の
三
つ
の
路
と
国
内
交
通
の
こ
と

（
3
）伝
統
深
い
日
本
の
北
と
南
の
文
化
の
ち
が
い
―
そ

の
に
な
い
手
＝
村
落
と
そ
の
文
化　
（
4
）南
北
の
違
い
を

統
一
の
方
向
に
進
め
た
に
な
い
手　

交
通
、
移
住
―
文
化

伝
播
者
・
ミ
ヤ
コ
、
町
、
港
、
市
の
世
界
と
そ
の
文
化　

（
5
）晴
と
褒
と
た
し
な
み（
構
え
、
無
構
え
）の
文
化
。
た

し
な
み
と
物
質
文
化
。
た
し
な
み
と
社
会
体
制　
（
6
）開

国
と
開
国
以
後　
（
7
）近
代
化
の
深
題

民
俗
学　
（
1
）民
俗
学
と
は
何
か
？　
（
2
）晴
れ
と
褒
と
の
区

別
の
明
白
な
世
界　

ハ
レ
と
ケ
と
の
文
化
の
違
い
と
そ
の

関
連　
（
3
）日
本
人
の
年
・
月
・
日
及
び
年
令
の
う
け
と

り
方
の
沿
革　
（
4
）通
過
儀
礼　
（
5
）年
中
行
事　
（
6
）

祖
霊
．
信
仰
と
家　
（
7
）縁
組
に
よ
る
家
の
所
属
変
更
に

伴
っ
た
女
性
の
立
場　
（
8
）家
の
機
能
と
新
し
い
母

で
あ
る
。
櫻
田
先
生
が
そ
の
頃
担
当
さ
れ
た
武
蔵
大
学
の
演
習
の
テ

ー
マ
は
都
市
民
俗
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
自
ら
新
し
い
問
題
と
し
て

提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
梅
で
の
授
業
は
柳
田
民
俗
学
に
対
す

る
創
造
的
批
判
を
提
示
し
た
後
で
あ
り
、
櫻
田
先
生
の
民
俗
学
の
精

髄
が
こ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

教
養
科
は
櫻
田
先
生
の
学
問
方
法
に
も
と
づ
き
、
実
地
調
査
学
習
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を
取
り
入
れ
実
施
し
た
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
一
九
六
七（
昭

和
四
二
）年
六
月
八
日
～
一
〇
日
に
文
化
史
Ⅱ（
櫻
田
）・
経
済
史（
神

立
）合
同
の
巡
検
、
千
葉
県
房
総
半
島
沿
岸
漁
村
調
査
旅
行
を
行
っ

た
。
参
加
学
生
は
第
一
期
の
二
年
生
二
六
人
。
木
更
津
で
近
江
屋
甚

兵
衛
資
料
館
、
富
津
町
の
県
立
富
津
海
洋
資
料
館
、
白
浜
町
で
柳

八
十
一
氏
の
海
洋
美
術
館
、
東
海
漁
業
乙
浦
工
場
を
見
学
し
た
。
富

津
海
洋
資
料
館
で
は
漁
法
、
漁
具
の
変
遷
の
展
示
、
海
洋
美
術
館
で

は
美
術
作
品
を
鑑
賞
し
た
。
東
海
漁
業
乙
浦
工
場
で
は
工
場
内
を
見

学
、
捕
鯨
、
鯨
解
体
・
加
工
の
話
を
聞
い
た
。
富
津
の
婦
人
セ
ン
タ

ー
で
は
地
元
の
婦
人
会
の
六
人
と
座
談
会
、
白
浜
町
の
宿
泊
宿
長
尾

荘
で
は
海
女
の
二
人
か
ら
聞
き
取
り
会
を
も
っ
た
。
こ
の
調
査
旅
行

は
、
櫻
田
先
生
の
周
到
な
予
備
調
査
と
、
先
生
を
慕
う
海
洋
美
術
家

柳
八
十
一
氏
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

櫻
田
先
生
は
無
い
な
い
尽
く
し
の
発
足
直
後
の
教
養
科
充
足
の
た

め
に
腐
心
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
に
か
つ
て
館
長
を
勤
め
ら
れ
た
水
産

資
料
館
の
整
理
本
の
無
償
受
領
で
あ
る
。
富
永
静
枝
助
手（
当
時
）と

私
を
伴
っ
て
大
量
の
図
書
か
ら
選
択
し
た
多
量
の
図
書
資
料
を
教
養

科
は
貰
い
受
け
た
。

　

渋
沢
敬
三
の
死
去
、
常
民
文
化
研
究
所
は
財
政
基
盤
が
弱
体
化
し

て
い
た
。
あ
る
と
き
、
櫻
田
先
生
は
、
白
梅
学
園
で
引
き
取
り
た
い
、

で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
が
転
出
し
た
後

の
七
〇
年
度
か
ら
、
同
研
究
所
長
の
河
岡
武
春
氏
が
講
師
と
し
て
授

業
を
担
当
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
の
模
索
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
同
研
究
所
の
沿
革
に
は
、「
一
九
七
二
年　

河
岡
武
春
を
中
心
に

運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
年
東
京
三
田
の
二
の
橋
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
移
る
」と
あ
る
。
そ
し
て
や
が
て
一
九
八
一
年
、
神
奈
川
大
学

常
民
文
化
研
究
所
と
な
り
、
網
野
善
彦
氏
を
名
古
屋
大
学
か
ら
招
致

す
る
な
ど
し
て
、
そ
こ
は
日
本
文
化
・
文
化
史
研
究
の
拠
点
と
な
っ

た
。櫻
田
勝
徳
先
生
の
思
い
を
受
け
止
め
、も
し
実
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

白
梅
学
園
は
大
い
な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

白
梅
学
園
の
精
髄
田
中
未
来
先
生
は
、
櫻
田
先
生
に
つ
い
て
、「
そ

の
深
い
学
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
茫
洋
と
し
た
仙
人
の
よ
う
な
風
格

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
幸
せ
で
し
た
」と
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
多
く
の
者
が
等
し
く
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
師

表
櫻
田
勝
徳
先
生
で
あ
っ
た
。

①「
柳
田
先
生
と
私
」「
四
国
の
旅
」「
渋
沢
先
生
と
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
」

「
村
と
は
何
か
」「
村
の
構
成
」「
現
代
に
お
け
る
民
俗
変
貌
へ
の
対
処
の
立
場

か
ら
」「
調
査
の
態
度
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
」な
ど
の
櫻
田
勝
徳
の
諸
論
稿
。

い
ず
れ
も『
櫻
田
勝
徳
著
作
集
』に
収
録

②「
櫻
田
勝
徳
年
譜
・
著
作
目
録
」、「
櫻
田
勝
徳
著
作
集
総
序

－

櫻
田
勝
徳
と
民

俗
学

－

」（
有
賀
喜
左
衛
門
）、「
著
作
集
」第
七
巻
福
田
ア
ジ
オ
な
ど
各
巻「
解

題
」。
い
ず
れ
も『
櫻
田
勝
徳
著
作
集
』に
収
録

③「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

‥

日
本
民
俗
学
の
五
〇
年
」（『
日
本
民
俗
学
』第
一
六
四
号
）

の
諸
論
稿
、
特
に「
櫻
田
勝
徳
の
現
代
性
」（
福
田
ア
ジ
オ
）、「
柳
田
民
俗
学

以
前

－

中
山
・
早
川
・
櫻
田
と
柳
田
」（
西
垣
晴
次
）

〔
参
照
文
献
〕
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